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１
．
は
じ
め
に

　

形
容
動
詞
は
、
数
々
の
品
詞
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
形
容

動
詞
が
他
品
詞
と
の
連
続
性
を
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
形
態
的
・
意
味
的
・

統
語
的
に
類
似
性
を
持
つ
も
の
が
複
数
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
形
容
詞

と
は
、
意
味
的
・
統
語
的
に
、
名
詞
、
副
詞
と
は
主
に
形
態
的
に
重
な
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
品
詞
間
の
連
続
性
は
、
寺
村
（
１
９
８
２
）
を

中
心
に
、
主
に
形
態
面
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で

は
一
貫
し
て
意
味
的
側
面
か
ら
こ
の
連
続
性
を
観
察
し
て
い
く
。こ
れ
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
そ
の
構
造
を
持
つ
に
は
、
意
味
機
能
に
何
ら
か
の
理
由
・

動
機
が
存
在
す
る
（
上
原
２
０
０
２
）
と
い
う
認
知
言
語
学
の
視
点
に
立

脚
し
た
も
の
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
形
容
動
詞
と
意
味
的
に
連
続
性
を
持

つ
形
容
詞
を
対
象
と
し
て
、
分
析
を
行
う
。
形
容
動
詞
と
連
続
性
を
持
つ

語
の
意
味
上
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
品
詞
間
の
連
続
性
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

２
．
先
行
研
究

２
．
１　

こ
れ
ま
で
の
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
対
照
研
究

　
「
形
容
動
詞
」
と
い
う
名
は
、
形
容
的
性
質
を
持
ち
、
動
詞
的
に
活
用

す
る
特
徴
か
ら
、
芳
賀
（
１
９
０
５
）
が
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
形
容
動

詞
は
、
学
校
教
育
の
文
法
体
系
で
は
活
用
す
る
自
立
語
の
「
用
言
」
に
含

ま
れ
る
。
動
詞
や
形
容
詞
と
同
格
に
並
べ
ら
れ
る
が
、
形
容
詞
と
は
意
味

的
な
重
複
か
ら
一
律
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
地
位
は
言
語
理
論

に
お
い
て
絶
対
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
形
容
動
詞
の
日
本
語

研
究
で
の
位
置
づ
け
を
、
形
容
詞
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
概
観
す
る
。

　

現
行
の
学
校
文
法
の
も
と
と
な
っ
た
橋
本
（
１
９
４
８
）
の
文
法
体
系

で
は
、
形
容
動
詞
を
語
幹
（「
静
か
だ
」
の
場
合
の
「
静
か
」）
と
、
活
用

語
尾
（「
静
か
だ
」
の
場
合
の
「
だ
」）
を
合
わ
せ
て
一
語
相
当
と
し
、
単

一
の
品
詞
と
し
て
い
る
。
橋
本
は
特
に
、文
語
文
法
と
の
接
続
を
重
視
し
、

形
容
動
詞
を
一
品
詞
と
し
て
立
て
る
必
要
性
を
説
い
た
。
し
か
し
、
形
容

動
詞
は
活
用
の
形
態
上
、
形
容
詞
や
副
詞
か
ら
脱
し
て
い
る
も
の
の
、
意

味
上
で
似
か
よ
う
形
容
詞
と
分
け
て
扱
う
べ
き
か
ど
う
か
疑
義
を
呈
し
て

お
り
、
形
容
詞
の
下
位
分
類
に
置
く
見
方
も
示
し
て
い
る
。

　

橋
本
の
よ
う
に
形
容
詞
と
形
容
動
詞
を
同
じ
類
に
据
え
る
論
者
は
多

い
。
鈴
木
（
１
９
７
２
）
が
教
科
研
文
法
の
大
成
と
し
て
著
し
た
品
詞
体

系
で
は
、
形
容
動
詞
の
特
設
を
否
定
し
て
い
る
。
形
容
動
詞
は
形
容
詞
の

下
位
分
類
と
し
て
「
第
二
形
容
詞
」
に
置
き
、
連
体
詞
も
形
容
詞
の
類
に

入
れ
て
い
る
。
形
式
重
視
の
橋
本
文
法
と
は
異
な
り
、
統
語
重
視
の
教
科

研
文
法
の
立
場
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
村
木
（
２
０
１
２
）
も
教
科
研
文

意
味
的
側
面
か
ら
見
た
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
連
続
性
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法
に
則
り
、
規
定
用
法
・
述
語
用
法
・
修
飾
用
法
に
お
け
る
語
尾
の
形
式

に
よ
っ
て
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
名
詞
と
さ
れ
て
き
た
語
類
を
「
第

１
形
容
詞
」「
第
２
形
容
詞
」「
第
３
形
容
詞
」
に
分
け
て
い
る
。
仁
田

（
２
０
０
０
）
は
橋
本
文
法
で
の
形
容
詞
を
イ
形
容
詞
、
形
容
動
詞
を
ナ

形
容
詞
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
語
は
日
本
語
教
育
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

形
容
動
詞
を
形
容
詞
の
下
位
区
分
に
置
く
立
場
に
対
し
て
、
形
態
の
類

似
性
か
ら
、
名
詞
と
の
か
か
わ
り
を
説
く
立
場
も
存
在
す
る
。

　

時
枝
（
１
９
５
０
）
は
形
容
動
詞
を
単
一
の
品
詞
と
認
め
な
い
立
場
で

あ
る
。
時
枝
は
、「
静
か
」「
丈
夫
」
と
い
う
語
形
の
変
化
し
な
い
語
（
体

言
）
に
、
指
定
の
助
動
詞
が
付
い
た
も
の
と
と
ら
え
、「
静
か
だ
」
は
二

語
相
当
だ
と
し
て
い
る
。
寺
村
（
１
９
８
２
）
は
、
形
容
動
詞
を
名
詞
と

形
容
詞
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
、「
名
詞
的
形
容
詞
」「
名
容

詞
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
、
時
枝
の
形
容
動
詞
語
幹
を
体
言
と
す
る
見
方

と
、
形
容
動
詞
を
形
容
詞
の
下
位
分
類
と
す
る
見
方
の
折
衷
案
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
形
容
動
詞
を
名
詞
類
の
下
位
区
分
に
位
置
づ
け
、
名
詞

類
を
大
き
く「
体
詞
」に
区
分
し
た
加
藤（
２
０
１
５
）な
ど
の
論
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
形
容
動
詞
の
位
置
づ
け
は
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
の
対
照
関
係
は
、
認
知
言
語
学
の
立
場

か
ら
の
研
究
に
特
筆
す
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
の
研
究
は
、
形
容
詞
と
形

容
動
詞
の
意
味
傾
向
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

D
ixon

（
１
９
７
７
）
は
、
典
型
的
な
形
容
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
と
し
て
、

物
が
空
間
に
占
め
る
寸
法
、
物
体
の
性
質
、
色
、
人
の
性
質
、
年
齢
、
評

価
、
速
度
の
７
つ
の
ク
ラ
ス
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、Backhouse

（
１
９
８
４
）は
、形
容
詞
に
は
上
記
の
７
つ
の
ク
ラ
ス
が
見
い
だ
せ
る
が
、

形
容
動
詞
に
は
色
、
年
齢
、
速
度
は
存
在
し
な
い
と
考
察
し
て
い
る
。

　

上
原
（
２
０
０
２
）
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
も
と
に
、『
分
類
語
彙
表
』

の
頻
出
語
か
ら
抽
出
し
た
形
容
詞
・
形
容
動
詞
406
語
を
対
象
に
、
二
品
詞

の
意
味
の
差
異
を
調
査
し
て
い
る
。
上
原
はD

ixon

の
示
し
た
物
体
の

性
質
を
細
分
類
し
（
硬
度
、
形
、
重
さ
、
温
度
、
味
、
地
形
関
係
）、
加

え
て
、
９
つ
の
ク
ラ
ス
（
光
、
確
定
・
必
然
性
、
必
要
性
、
運
、
技
術
、

複
雑
さ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
布
・
区
別
、
対
照
）
を
追
加
し
た
。
上
原

は
こ
の
調
査
か
ら
、
形
容
詞
は
抽
象
的
で
は
な
く
具
体
的
な
有
形
物
の
状

態
や
性
質
を
表
す
「
基
本
的
」
な
意
味
を
有
す
る
語
が
多
く
、
形
容
動
詞

は
「
基
本
的
」
で
な
い
下
位
レ
ベ
ル
の
語
に
多
い
と
考
察
し
て
い
る
。

　

認
知
言
語
学
で
は
以
上
の
論
が
見
ら
れ
る
が
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の

意
味
傾
向
に
関
す
る
研
究
は
、
形
容
動
詞
を
形
容
詞
の
下
位
区
分
に
置
い

て
、
一
律
に
扱
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
二
品
詞
の
意
味
傾
向
の
分
析

の
た
め
、日
本
語
研
究
上
で
の
形
容
詞
の
意
味
の
と
ら
え
方
を
ま
と
め
る
。

　

西
尾
（
１
９
７
２
）
は
、
日
本
語
の
形
容
詞
に
は
客
観
的
な
性
質
・
状

態
を
成
す
も
の
（
属
性
形
容
詞
）
と
、
主
観
的
な
感
覚
・
感
情
の
表
現
を

成
す
も
の
（
感
情
形
容
詞
）
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
形
容
詞

の
基
本
的
な
分
類
基
準
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
っ
て
、
感
情
形
容

詞
を
情
意
形
容
詞
と
し
（
春
日
１
９
７
３
、
北
原
２
０
１
０
ほ
か
）、
属

性
形
容
詞
を
状
態
形
容
詞
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、実
際
に
は
こ
の
よ
う
に
完
全
に
二
分
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

時
枝
（
１
９
５
０
）
は
、
感
情
形
容
詞
に
あ
た
る
「
主
観
的
表
現
の
語
」、

属
性
形
容
詞
に
あ
た
る
「
客
観
的
表
現
の
語
」、
そ
の
中
間
的
な
「
主
観

客
観
の
総
合
的
表
現
の
語
」
が
存
在
す
る
と
し
た
。
時
枝
の
主
張
は
統
語

的
な
意
味
変
化
に
則
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
先
の
二
分
類
に
依
ら
な
い
形
容
詞
の
意
味
分
類
も
行
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わ
れ
て
き
た
。
各
論

者
の
形
容
詞
の
意
味

体
系
を
先
の
上
原
ら

含
め
、表
１
に
示
す
。

表
１
か
ら
形
容
詞
の

意
味
は
決
ま
っ
た
体

系
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

　

西
尾（
１
９
７
２
）

は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
の
文
学
作

品
を
資
料
と
し
て
、

形
容
詞
の
意
味
分
析

を
行
っ
た
。
表
の
分

類
は
、
西
尾
の
記
述

を
筆
者
が
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。〈
評

価
〉
を
一
分
類
と
し

て
い
る
が
、
西
尾
は

形
容
詞
の「
評
価
性
」

を
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

形
容
詞
は
一
般
に
、
人
間
が
も
の
ご
と
を
ど
の
よ
う
に
感
受
し
た

か
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
性
格
が
濃
い
の
で
、
言
語
主
体
（
な
い
し
そ

の
言
語
社
会
一
般
）
の
も
の
ご
と
に
対
す
る
評
価
・
価
値
づ
け
の
要

素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
よ
う
。

　

形
容
詞
の
意
味
は
全
般
に
主
観
性
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
形
容
詞
の
価
値
表
現
は
、
客
観
的
な
属
性
の
表
現
と
分
か
ち
が
た

い
が
、一
般
に
物
事
の
性
質
・
状
態
と
さ
れ
る「
四
角
い
」「
赤
い
」な
ど
は
、

主
観
的
な
好
悪
・
選
択
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
な
要
素
が
強
く
、「
よ
い
」

「
く
だ
ら
な
い
」
な
ど
は
、
主
観
的
な
要
素
が
強
い
と
も
指
摘
す
る
。

　

主
観
性
の
強
弱
に
即
し
て
「
評
価
」
を
と
ら
え
る
西
尾
に
対
し
、
意
味

内
容
で
と
ら
え
る
立
場
も
あ
る
。
上
原
（
２
０
０
２
）
は
、「
よ
い
」「
み

ご
と
」
な
ど
を
〈
評
価
〉
の
ク
ラ
ス
に
分
け
、
語
単
体
に
評
価
の
意
味
が

備
わ
る
か
否
か
で
〈
評
価
〉
を
と
ら
え
て
い
る
。
上
原
は
、
形
と
意
味
の

相
関
に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
意
味
の
派
生
や
多
義
性
は
分
析
に
考
慮
し

て
い
な
い
。上
原
は
、「
基
本
的
」か
つ「
最
も
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
意
味
」

で
分
類
し
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
一
語
一
分
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

八
亀
（
２
０
０
８
）
は
、
時
間
的
限
定
性
と
評
価
性
に
注
目
し
て
、
形

容
詞
の
基
本
的
な
性
質
を
考
察
し
て
い
る
。
八
亀
は
、
時
間
的
限
定
性
を

「
具
体
的
・
一
時
的
・
偶
発
的
な
〈
現
象
〉
か
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
恒
常

的
な
〈
本
質
〉
か
の
違
い
を
捉
え
る
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
八
亀
は
、

形
容
詞
は
〈
状
態
〉〈
存
在
〉〈
特
性
〉〈
関
係
〉
の
意
味
を
表
す
が
、
中

心
的
な
の
は
〈
状
態
〉〈
特
性
〉
だ
と
し
、
形
容
詞
を
状
態
形
容
詞
と
特

性
形
容
詞
に
分
類
し
た
。
こ
れ
は
、
感
情
形
容
詞
と
属
性
形
容
詞
の
二
分

類
と
は
一
線
を
画
す
が
、樋
口
（
２
０
０
１
）
な
ど
も
同
じ
立
場
で
あ
る
。

表１：形容詞・形容動詞の各研究者の意味分類
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樋
口
が
定
義
す
る
〈
状
態
〉
と
は
、
人
や
物
の
内
面
や
外
面
に
あ
ら
わ

れ
、
人
や
物
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
動
す
る
現
象
で
あ
る
。
も
う
一
方

の
〈
特
性
〉
と
は
、
物
に
恒
常
的
に
備
わ
っ
て
い
る
、
持
ち
前
の
性
質
だ

と
し
て
い
る
。
形
容
詞
述
語
文
の
「
評
価
」
の
と
ら
え
方
は
西
尾
と
同
じ

で
あ
る
。
樋
口
は
、
状
態
形
容
詞
と
特
性
形
容
詞
の
二
分
類
と
、
資
格
づ

け
・
価
値
づ
け
的
な
評
価
の
有
無
を
基
準
に
、
分
類
を
行
っ
て
い
る
。

　

八
亀
も
「
評
価
」
の
と
ら
え
方
は
西
尾
、
樋
口
と
同
様
で
あ
る
。
八
亀

は
形
容
詞
の
主
観
的
側
面

を
踏
ま
え
、「
評
価
」
と

「
時
間
的
限
定
性
」
を
軸

に
形
容
詞
の
意
味
を
整
理

し
た
。
図
１
に
八
亀
が
構

想
す
る
形
容
詞
分
類
の
２

つ
の
軸
を
示
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
評
価

性
や
時
間
的
な
限
定
性
が

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意

味
分
析
に
お
い
て
、
重
要

な
観
点
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
西
尾
、
樋

口
、
八
亀
の
分
類
は
定
型

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
味

分
類
に
は
活
用
し
に
く

い
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度

定
型
化
さ
れ
て
い
る
上
原

（
２
０
０
２
）
の
分
類
を
意
味
分
類
に
用
い
、
先
の
三
者
の
時
間
的
限
定

性
、
評
価
性
の
観
点
を
意
味
傾
向
の
分
析
の
際
に
援
用
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

２
．
２　

上
原
（
２
０
０
２
）
の
意
味
分
析
の
問
題
点
と
本
稿
の
分
類

　

上
原
（
２
０
０
２
）
は
、
頻
出
語
を
対
象
に
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意

味
傾
向
を
分
析
し
た
。
本
節
で
は
、
上
原
の
分
析
の
問
題
点
を
整
理
し
た

う
え
で
、
本
稿
で
の
分
析
方
法
を
定
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

具
体
的
な
有
形
物
と
抽
象
的
な
事
象
と
の
対
比
で
述
べ
る
上
原
の
考
察

は
、
二
品
詞
の
意
味
特
徴
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
原
の
調

査
は
頻
出
語
リ
ス
ト
上
で
の
結
果
で
あ
る
。
よ
り
多
様
な
形
容
詞
・
形
容

動
詞
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
上
原
と
異
な
る
結
果
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
上
原
は
心
理
状
態
に
か
か
わ
る
ク
ラ
ス
を
設
定
し
て
い
な
い
。

西
尾
（
１
９
７
２
）、
八
亀
（
２
０
０
８
）
も
形
容
詞
の
意
味
分
類
に
挙
げ

て
い
る
主
流
の
意
味
だ
が
、こ
れ
ら
の
語
の
ク
ラ
ス
設
定
が
不
明
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
上
原
の
対
象
語
は
形
容
詞
と
形
容
動
詞
で
同
数
で
は
な
い
た

め
、
数
値
で
の
集
計
で
は
な
く
、
各
意
味
ク
ラ
ス
の
語
を
比
で
示
し
て
い

る
。
一
方
が
０
の
場
合
は
、
他
方
は
そ
の
ク
ラ
ス
の
語
の
数
値
が
反
映
さ

れ
る
。
し
か
し
、
０
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
用
例
が
存
在
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
。〈
温
度
〉
の
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
比
は
５
対
０

と
さ
れ
て
い
る
が
、
唯
一
の
形
容
動
詞
と
し
て
「
暖
か
だ
」
を
挙
げ
て
お

り
、
上
原
の
０
の
概
念
に
曖
昧
性
が
残
る
。
も
と
よ
り
、
０
は
比
に
な
っ

て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
が
18
ク
ラ
ス
中
、
半
数
の
９
ク
ラ
ス
あ

り
、
比
に
す
る
意
味
を
持
た
な
い
。

　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
多
様
な
語
を
同
数
で
調
査
す
れ
ば
、
比
で
は
な

図１：八亀（2008）による時間的限定性と評価を軸とする形容詞分類
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く
数
値
で
示
せ
る
。
さ
ら
に
、
二
品
詞
の
典
型
的
な
語
だ
け
で
な
く
、
形

容
動
詞
的
な
は
た
ら
き
を
す
る
あ
ら
ゆ
る
語
に
お
い
て
の
意
味
傾
向
が
分

析
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
傾
向
の

分
析
を
行
う
に
あ
た
り
、『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
語
彙

表
』
の
「
短
単
位
語
彙
表
デ
ー
タ
」
か
ら
各
品
詞
の
語
を
同
数
ず
つ
ラ
ン

ダ
ム
に
抽
出
し
、
意
味
分
類
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

意
味
ク
ラ
ス
は
、上
原
（
２
０
０
２
）
の
意
味
ク
ラ
ス
を
精
緻
化
し
て
、

本
稿
の
分
析
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
分
類
を
す
る
過
程
で
、
表
２
の
よ

う
に
意
味
ク
ラ
ス
を
設
定
し
直
し
て
い
る
。〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〉（
派
手
な
・

上
品
な
）
は
〈
物
体
・
人
の
性
質
〉
に
分
類
で
き
る
た
め
削
除
し
、〈
物

体
の
性
質
〉
に
は
、
上
原
の
分
類
に
触
覚
・
聴
覚
・
視
覚
の
３
項
目
を
追

加
し
た
。
さ
ら
に
、〈
評
価
〉〈
複
雑
さ
〉
の
ラ
ベ
ル
を
〈
評
価
・
価
値
判

断
〉〈
難
易
度
〉
に
変
更
し
た
。
ま
た
、新
た
に
〈
心
理
状
態
・
心
的
態
度
〉

〈
状
況
・
状
態
〉〈
事
象
の
性
質
〉〈
位
置
・
立
場
・
関
係
〉〈
程
度
・
頻
度
・

数
量
〉
を
追
加
し
た
。
意
味
ク
ラ
ス
の
数
や
対
象
語
が
異
な
る
た
め
、
上

原
と
は
異
な
る
結
果
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

２
．
３　

評
価
性
・
時
間
的
限
定
性
と
意
味
ク
ラ
ス
の
か
か
わ
り

　

先
に
見
た
よ
う
に
、Backhouse

やD
ixon

や
上
原
の
認
知
言
語
学

の
立
場
と
、
西
尾
や
樋
口
や
八
亀
の
立
場
で
は
、
明
確
に
「
評
価
」
の
見

方
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
立
場
を
代
表
し
て
、
上
原
を
も
と
に

し
た
本
稿
の
分
類
と
八
亀
の
分
類
を
照
合
し
て
整
理
し
て
み
る
。

　

本
稿
の
意
味
ク
ラ
ス
を
八
亀
（
２
０
０
８
）
の
分
類
に
対
照
さ
せ
た
結

果
を
図
２
に
示
す
。
図
２
の
よ
う
に
、
Ａ
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
範
囲
に
意
味

ク
ラ
ス
が
偏
り
、加
え
て
グ
ル
ー
プ
間
に
位
置
す
る
語
も
複
数
見
ら
れ
る
。

　

Ａ
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
ク
ラ
ス
が
集
中
す
る
こ
と
は
、
形
容
詞
・
形
容
動

詞
に
属
性
形
容
詞
の
範
疇
に
入
る
意
味
ク
ラ
ス
が
多
い
と
い
う
解
釈
が
で

き
る
。
し
か
し
、上
原
の
分
類
に
不
足
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
他
の
グ
ル
ー

プ
に
属
す
る
ク
ラ
ス
が
さ
ら
に
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

客
観
性
が
強
く
、
時
間
的
限
定
性
が
な
い
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
従
来
「
属
性

形
容
詞
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。〈
寸
法
〉（
長
い
・
広
い
）、〈
年
齢
〉

（
若
い
）、〈
速
度
〉（
速
い
・
速
や
か
）、〈
分
布
・
区
別
〉（
別
々
・
ば
ら

ば
ら
）、〈
位
置
・
立
場
・
関
係
〉（
間
近
）
な
ど
は
主
観
的
な
尺
度
が
弱
く
、

時
間
的
な
縛
り
が
な
い
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
入
る

と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
〈
物
体
の
性
質
〉（
あ
た
た
か
い
・
か
た
い
）、

表２：上原 (2002) と本稿の意味クラスの比較
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〈
色
〉（
白
い
・
真
っ
赤
な
）、

〈
光
〉（
明
る
い
・
真
っ
暗
な
）

も
一
見
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
含
ま

れ
る
。
し
か
し
、
時
間
的
限

定
性
の
有
無
で
変
化
し
、Ａ
、

Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
間
に
位
置
で

き
る
点
で
先
の
ク
ラ
ス
と
は

異
な
る
。

　

八
亀
は
、Givón

（
２
０

０
１
）
の
論
を
踏
ま
え
、
時

間
的
限
定
性
は
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
図
２
に
示
す
よ
う

に
、〈
物
体
の
性
質
〉〈
色
〉

〈
光
〉
は
文
脈
に
よ
っ
て
時

間
的
限
定
性
の
有
無
が
変
わ

る
。八
亀
の
表
現
で
い
え
ば
、

脱
時
間
表
現
に
な
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
時
間
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、「
炬

燵
は
あ
た
た
か
い
」
と
い
う
表
現
は
、
一
般
的
に
時
間
的
限
定
性
が
な
い

炬
燵
そ
の
も
の
の
性
質
を
指
す
。
こ
れ
は
八
亀
の
述
べ
る「
海
は
大
き
い
」

な
ど
と
同
じ
、「
脱
時
間
表
現
」
で
あ
る
。
八
亀
は
、
誰
が
見
て
も
必
然

的
な
結
び
つ
き
で
あ
り
、
社
会
的
な
「
真
理
」
と
認
め
ら
れ
る
表
現
は
、

脱
時
間
的
に
な
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
を
「
朝
つ
け
た
の
で
炬

燵
は
あ
た
た
か
い
」
な
ど
と
す
る
と
、
過
去
の
電
源
を
切
っ
た
状
態
と
比

較
し
た
今
の
状
態
を
含
意
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
時
間
的
限
定
性
が
あ
る

と
い
え
る
。

　

Givón

（
２
０
０
１
）
や
八
亀
の
指
摘
ど
お
り
、
時
間
的
限
定
性
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
見
て
取
れ
、
本
稿
の
分
類
で
は
、〈
物
体
の
性
質
〉〈
色
〉

〈
光
〉
が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。
時
間
的
限
定
性

の
有
無
は
、
形
容
詞
研
究
に
お
い
て
重
要
な
観
点
だ
が
、
本
稿
の
分
析
で

さ
ら
に
問
題
に
な
る
の
は
「
評
価
性
」
の
強
弱
を
示
す
縦
の
軸
で
あ
る
。

　
〈
人
の
性
質
〉〈
事
象
の
性
質
〉
は
、
主
観
性
と
客
観
性
が
拮
抗
し
て
い

る
ク
ラ
ス
で
あ
る
。〈
人
の
性
質
〉（
や
さ
し
い
）
は
「
あ
の
先
生
は
や
さ

し
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
対
象
の
性
質
を
客
観
的
に
言
い
表
す
〈
物
体
の

性
質
〉
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
対
象
そ
の
も
の
の
性
質
か

主
体
の
判
断
か
、
そ
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
。〈
事
象
の
性
質
〉（
儚
い
・

奇
妙
な
）
も
同
様
で
あ
る
。
形
容
詞
に
は
全
般
に
評
価
性
が
含
ま
れ
る
と

西
尾
が
指
摘
し
て
い
る
が
、こ
の
〈
人
の
性
質
〉〈
事
象
の
性
質
〉
は
、〈
物

体
の
性
質
〉〈
色
〉
よ
り
も
主
観
性
の
度
合
い
が
や
や
強
い
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
記
述
的
側
面
（
客
観
性
）
と
評
価
的
側
面
（
主
観

性
）
が
拮
抗
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
時
間
的
限
定
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
Ａ
、
Ｂ
の
中
間
に
位
置
す
る
と
い
え
る
。

　

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
〈
確
定
・
必
然
性
〉（
明
ら
か
な
・
確
か
な
）、〈
必
要
性
〉

（
必
要
な
・
大
切
な
）、〈
評
価
・
価
値
判
断
〉（
よ
い
・
正
し
い
）、〈
技
術
〉

（
上
手
い
・
器
用
な
）、〈
難
易
度
〉（
簡
単
な
・
複
雑
な
）、〈
対
照
〉（
対

等
な
）
を
置
い
た
が
、
実
際
は
該
当
す
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
な
い
。
こ

れ
ら
は
時
間
的
限
定
性
が
な
く
、客
観
性
よ
り
も
主
観
性
が
強
く
出
る
が
、

好
悪
を
表
す
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
完
全
に
は
合
致
し
な
い
。
上
原（
２
０
０
２
）

に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
は
形
容
動
詞
に
多
い
と
さ
れ
る
が
、
八
亀

図２：八亀（2008）と本稿の分類の照合
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（
２
０
０
８
）
は
形
容
動
詞
の
語
彙
の
想
定
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
八
亀
は
二
つ
の
軸
を
基
準
に
し
て
い
る
た
め
、
典
型
的
な
意
味
中
心

の
分
類
で
あ
り
、
こ
の
軸
か
ら
外
れ
る
語
が
多
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、上
原（
２
０
０
２
）に
も
い
え
る
が
、八
亀
は
西
尾（
１
９
７
２
）

が
設
定
す
る
「
程
度
」
に
か
か
わ
る
語
（
十
分
・
沢
山
）
を
想
定
し
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
は
副
詞
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
時
間
的
限
定

性
の
有
無
に
関
し
て
も
評
価
性
に
関
し
て
も
、
文
脈
に
よ
っ
て
変
化
し
、

ど
ち
ら
も
中
間
的
に
位
置
す
る
と
い
え
る
。

　

計
量
的
に
調
査
し
た
上
原
は
、
意
味
の
範
囲
を
想
定
で
き
た
も
の
の
、

八
亀
は
計
量
的
な
調
査
で
は
な
い
た
め
、
想
定
し
て
い
な
い
語
が
多
い
。

し
か
し
、
八
亀
ほ
か
の
時
間
的
限
定
性
・
評
価
性
の
視
点
は
、
上
原
の
論

で
焦
点
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
視
点
が
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
傾

向
に
関
連
を
持
つ
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
上
原
の
分
類
を
基
準
に

対
象
語
を
分
類
し
、そ
の
分
析
に
お
い
て
八
亀
の
視
点
を
適
宜
取
り
入
れ
、

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
的
特
徴
の
考
察
を
行
う
。

３
．
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
意
味
傾
向
分
析

３
．
１　

対
象
と
方
法

　

こ
こ
で
は
、
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
意
味
傾
向
を
分
析
す
る
た
め
の
対

象
語
と
方
法
を
述
べ
る
。
形
容
詞
は
、
形
態
面
で
形
容
動
詞
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。形
態
的
に
連
続
性
を
持
つ
も
の
は
数
が
少
な
く
、「
細
か
い（
細

か
な
）・
あ
た
た
か
い
（
あ
た
た
か
な
）・
柔
ら
か
い
（
柔
ら
か
な
）」
な

ど
し
か
見
ら
れ
な
い
（
村
木
１
９
９
８
、
上
原
２
０
０
２
ほ
か
）。
そ
の

う
え
、
統
語
面
で
は
大
き
な
差
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
形
態
的
に
は
差

異
が
大
き
く
、
統
語
的
に
は
差
異
が
小
さ
す
ぎ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
観
点

を
用
い
た
両
品
詞
の
意
味
分
析
は
し
づ
ら
い
。
し
た
が
っ
て
、
形
容
詞
・

形
容
動
詞
の
意
味
分
析
に
は
各
品
詞
の
語
を
一
定
数
収
集
し
て
意
味
分
類

を
し
て
い
く
上
原
（
２
０
０
２
）
の
方
法
が
妥
当
で
あ
る
。

　

対
象
語
は
、『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
語
彙
表
』
の
「
短

単
位
語
彙
表
デ
ー
タ
」
か
ら
抽
出
す
る
。
頻
出
語
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン

ダ
ム
関
数
を
使
用
し
、
頻
度
に
か
か
わ
り
な
く
対
象
語
と
す
る
。
頻
度
の

高
い
語
の
意
味
は
、
同
時
に
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
と
し
て
主
流
の

位
置
を
占
め
る
こ
と
を
示
し
、
分
類
し
た
際
に
主
流
の
意
味
ク
ラ
ス
の
値

ば
か
り
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
典
型
的
な
意
味
で
な
く
、

周
辺
的
な
意
味
に
両
品
詞
の
意
味
特
徴
が
表
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

品
詞
指
定
は
［
形
容
詞

−

一
般
］［
形
状
詞
１

−

一
般
］［
形
状
詞

−

タ
リ
］

で
行
う
。
上
原（
２
０
０
２
）が
対
象
と
し
た
形
容
動
詞
は
、語
幹
に「

−

な
」

が
付
く
も
の
で
あ
り
、
タ
リ
活
用
は
含
め
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
何
ら

か
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
分
析
に
入
れ
る
。

　

意
味
ク
ラ
ス
は
、
表
２
の
と
お
り
精
緻
化
し
た
も
の
を
用
い
る
。
語
数

は
、
本
稿
の
意
味
ク
ラ
ス
が
全
部
で
20
ク
ラ
ス
存
在
す
る
た
め
、
統
計
的

な
妥
当
性
を
鑑
み
て
、
同
数
ず
つ
分
類
さ
れ
た
と
き
に
二
桁
に
な
る
200
語

と
す
る
。
両
品
詞
合
わ
せ
て
400
語
と
な
り
、
上
原
の
対
象
語
数
406
語
と
近

い
値
に
な
る
。
こ
れ
以
下
で
あ
る
と
１
ク
ラ
ス
の
平
均
数
値
が
一
桁
に
な

り
、
数
値
の
差
に
有
意
性
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

語
種
は
和
語
と
漢
語
、
外
来
語
を
除
く
混
種
語
と
す
る
。
外
来
語
由
来

の
形
容
詞
「
ナ
ウ
い
」「
エ
モ
い
」「
グ
ロ
い
」
や
形
容
動
詞
「
シ
ン
プ
ル

な
」
な
ど
は
、
日
本
語
研
究
に
お
い
て
十
分
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し

か
し
、
外
来
語
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
化
は
品
詞
性
の
問
題
だ
け
で
な
く

他
因
子
も
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
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傾
向
を
見
る
本
稿
の
分
析
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
た
め
、
外
来
語
は
除
外

し
て
分
析
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
対
象
語
の
抽
出
方
法
を
以
下
に
示
す
。

　

使
用
媒
体
：『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
語
彙
表
』

　
　
　
　
　
　
「
短
単
位
語
彙
表
デ
ー
タ
」

　

品
詞
指
定
：［
形
容
詞

−

一
般
］［
形
状
詞

−

一
般
］［
形
状
詞

−

タ
リ
］

　

対
象
語
数
：
形
容
詞
・
形
容
動
詞
各
200
語
（
計
400
語
）

　

抽
出
手
順
：
ラ
ン
ダ
ム
関
数
を
使
用
し
、
昇
順
で
200
語
ず
つ

　

語
種
：
和
語
／
漢
語
／
混
種
語
（
外
来
語
を
除
く
）

　

本
稿
で
は
他
の
要
素
を
加
え
ず
単
一
構
造
を
成
す
語
の
分
析
と
す
る
た

め
、
こ
の
方
法
に
加
え
、
対
象
か
ら
除
外
す
る
語
を
個
別
に
選
別
す
る
。

　

前
接
要
素
に
「
な
い
」
が
つ
く
形
容
詞
の
取
扱
い
を
述
べ
る
。
前
接
要

素
と
「
な
い
」
の
間
に
格
助
詞
「
が
」
を
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
（
み
っ
と

も
な
い
・
覚
束
無
い
）
は
形
態
的
な
緊
密
性
が
高
く
、
一
語
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
た
め
、
対
象
に
加
え
る
。
反
対
に
「
が
」
を
入
れ
て
も
不
自
然

で
な
い
も
の
（
仕
方
無
い
・
さ
り
気
無
い
）
は
対
象
に
加
え
な
い
。

　
「
黴
臭
い
」「
犬
好
き
」
な
ど
の
「
名
詞
＋
用
言
」、「
青
黒
い
」
な
ど
の

「
形
容
詞
＋
形
容
詞
」
の
複
合
語
の
語
群
は
、
対
象
か
ら
除
外
す
る
。「
耳

障
り
」
な
ど
も
「
名
詞
＋
用
言
」
で
あ
り
、
先
の
除
外
す
る
例
と
一
致
す

る
。
し
か
し
、た
と
え
ば
「
黴
臭
い
」
は
前
接
要
素
（
Ａ
）
と
用
言
（
Ｂ
）

が
「
Ａ
が
Ｂ
で
あ
る
」
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
意
味
と
し
て
も
「
か
び

の
に
お
い
が
す
る
。」（『
岩
波
国
語
辞
典
』２
０
１
９
年
第
八
版
）で
あ
り
、

単
語
に
な
っ
た
こ
と
で
意
味
に
大
き
な
変
化
が
な
い
。
一
方
、「
耳
障
り
」

は
「（
身
体
器
官
と
し
て
の
）
耳
を
害
す
る
こ
と
。」
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
、
慣
用
的
に
「
聞
い
て
い
て
、
気
に
さ
わ
る
こ
と
。」（『
岩
波
国
語

辞
典
』
２
０
１
９
年
第
八
版
）
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
単
語
に
な
っ
た
こ

と
で
別
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
複
数
の
品

詞
が
結
合
し
て
一
語
に
な
っ
た
際
に
も
と
の
意
味
の
掛
け
合
わ
せ
で
は
な

く
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
語
は
、対
象
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、「
心
安
ら
か
」「
物
悲
し
い
」「
生
温
か
い
」な
ど
も
対
象
に
加
え
る
。

こ
れ
ら
は
先
の
「
犬
好
き
」
な
ど
と
異
な
り
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
前

接
要
素
の
入
れ
替
え
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
語
と
し
て
の
緊
密
性
が

高
く
、
一
語
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
程

度
を
強
め
る
要
素
が
付
い
た
「
糞
真
面
目
」「
激
辛
」
な
ど
は
、
こ
れ
ら

の
程
度
性
が
意
味
へ
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
対
象
に
加
え
る
。

　
「
好
き
勝
手
」「
自
分
勝
手
」
な
ど
形
容
動
詞
や
名
詞
に
「

−

勝
手
」
が

後
接
し
て
形
容
動
詞
化
し
た
語
群
は
、系
統
的
に
同
じ
意
味
に
な
る
た
め
、

数
値
へ
の
影
響
を
考
え
、
除
外
す
る
。

　

名
詞
に
「

−

的
」
が
後
接
し
、
形
容
動
詞
化
し
た
「
物
的
」「
霊
的
」

な
ど
も
除
外
す
る
。「

−

的
」
は
、
主
に
名
詞
に
接
続
し
、「
そ
の
よ
う
な

性
質
を
持
っ
た
」
と
い
う
意
味
を
加
え
る
要
素
で
あ
り
、
そ
の
造
語
力
は

非
常
に
強
い
。「

−

的
」
の
拡
大
は
日
本
語
研
究
と
し
て
重
要
な
意
義
を

持
つ
が
、
本
稿
で
は
従
来
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
分
析
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
省
く
。

　

そ
の
他
、
現
代
日
本
語
の
活
用
に
準
じ
て
い
な
い
特
殊
な
用
例
は
対
象

か
ら
省
く
。
表
３
に
対
象
に
入
る
語
と
除
外
す
る
語
を
整
理
し
た
。

　

分
類
方
法
は
、
上
原
（
２
０
０
２
）
に
し
た
が
い
、
各
語
の
基
本
的

意
味
を
取
り
上
げ
、
意
味
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
。
基
本
的
意
味
を
調
べ

る
に
あ
た
り
、『
岩
波
国
語
辞
典
』（
２
０
１
９
年
第
八
版
）
を
使
用
し
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た
。
上
原
も
調
査
で
『
岩
波
国
語
辞
典
』

（
１
９
６
３
年
初
版
）を
採
用
し
て
い
る
。

『
岩
波
国
語
辞
典
』
で
は
第
八
版
の
凡
例

に
お
い
て
、「
一
語
に
幾
つ
か
の
意
味
を

立
て
た
場
合
に
は
、
時
代
的
に
古
い
意

味
か
ら
始
め
る
こ
と
な
く
、
出
来
る
だ

け
現
代
語
と
し
て
最
も
普
通
に
行
わ
れ

て
い
る
意
味
か
ら
始
め
る
方
針
を
採
っ

た
」
と
あ
り
、
初
め
に
記
載
さ
れ
た
意

味
が
基
本
的
意
味
と
な
る
。
各
語
の
基

本
的
意
味
を
と
ら
え
る
上
で
の
利
便
性

を
考
慮
し
、本
稿
で
も『
岩
波
国
語
辞
典
』

第
八
版
を
用
い
て
、
意
味
分
類
を
行
う
。

な
お
、『
岩
波
国
語
辞
典
』
に
記
載
の
な

い
語
は
『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』

（
２
０
０
６
年
初
版
）、『
デ
ジ
タ
ル
大
辞

泉
』（2021/12/14-12/21

ア
ク
セ
ス
確

認
）
を
用
い
て
意
味
を
精
査
し
た
。
次

節
で
は
以
上
の
方
法
か
ら
対
象
語
を
意

味
分
類
し
た
結
果
と
考
察
を
示
す
。

３
．
２　

分
析
と
考
察

　

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
対
象
語
を
意
味
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
に
あ
た
り
、

「
基
本
的
意
味
」
で
あ
っ
て
も
一
つ
の
語
が
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
対
応
す
る

の
で
は
な
く
、
複
数
の
意
味
ク
ラ
ス
に
対
応
す
る
例
も
見
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
、
意
味
ク
ラ
ス
を
第
一
、
第
二
判
断
に
分
け
、
第
一
判
断
を
反
映
さ

せ
た
結
果
と
、
第
一
、
第
二
判
断
を
入
れ
替
え
た
結
果
を
提
示
す
る
。
ラ

ン
ダ
ム
で
抽
出
し
た
語
と
頻
出
語
を
意
味
分
類
し
た
結
果
を
表
４
に
、
結

表３：対象語と対象外の語の例

表４：形容詞・形容動詞の意味クラスの分類結果
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果
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
を
図
３
に
示
す
。

グ
ラ
フ
は
、
第
一
判

断
を
反
映
さ
せ
た
も

の
の
み
に
し
て
い
る
。

各
意
味
ク
ラ
ス
の
傾

向
を
見
て
い
く
。

　

上
原
（
２
０
０
２
）

は
、
有
形
物
の
状
態

や
性
質
を
表
す
ク
ラ

ス
を
「
基
本
的
な
意

味
ク
ラ
ス
」
と
し
、

基
本
的
な
意
味
ク
ラ

ス
は
形
容
詞
に
多
い

と
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
の
意
味
ク
ラ
ス

で
い
う
〈
寸
法
〉〈
物

体
の
性
質
〉〈
色
〉〈
年

齢
〉〈
速
度
〉
に
あ
た

る
が
、〈
寸
法
〉〈
速

度
〉
で
上
原
と
異
な

る
数
値
が
出
て
い
る
。

表
５
に
上
原
の
意
味

分
類
結
果
を
載
せ
る
。

　

ラ
ン
ダ
ム
語
で
は

頻
出
語
と
比
べ
、〈
寸
法
〉
の
形
容
動
詞
が
多
い
。〈
寸
法
〉
に
は
形
容
詞

「
長
い
」「
薄
べ
っ
た
い
」、
形
容
動
詞
「
き
ち
き
ち
」「
小
さ
め
」
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
形
容
動
詞
に
は
「
ぱ
ん
ぱ
ん
」「
広
め
」
な
ど
の
畳
語
や
接

尾
辞
「

−

め
」
の
つ
く
語
が
15
語
中
８
語
あ
る
。
頻
出
語
の
〈
寸
法
〉
は
、

形
容
詞
が
形
容
動
詞
を
上
回
り
３
対
１
で
あ
り
、
上
原
と
ほ
ぼ
同
様
の
結

果
を
得
ら
れ
た
。
頻
出
語
で
は
形
容
詞
に
傾
く
が
、
ラ
ン
ダ
ム
語
で
は
畳

語
や
接
尾
辞
「

−

め
」
な
ど
の
形
態
的
な
特
異
性
が
数
値
に
影
響
し
、
形

容
詞
と
つ
り
合
う
も
の
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
〈
速
度
〉の
形
容
詞
に
は「
素
早
い
」「
遅
い
」、形
容
動
詞
に
は「
迅
速
」「
速

や
か
」
な
ど
が
あ
り
、
ラ
ン
ダ
ム
語
、
頻
出
語
と
も
に
形
容
動
詞
の
ほ
う

が
多
い
。こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
上
原
が
頻
出
語
で
あ
る「
早
い
」を〈
速

度
〉
に
換
算
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。
上
原
は
個
別
の
分
類
結
果
を
示
し

て
い
な
い
。「
早
い
」は
主
に
時
間
の
経
過
の
短
さ
を
意
味
し
て
お
り
、「
動

く
も
の
の
す
す
み
が
著
し
い
。」（『
岩
波
国
語
辞
典
』２
０
１
９
年
第
八
版
）

図 3：形容詞・形容動詞の意味クラスの分類結果

表 5：上原（2002）による
形容詞と形容動詞の意味クラスの比
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こ
と
を
指
す
「
速
い
」
と
は
漢
字
で
も
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
速
い
」

は
『
岩
波
国
語
辞
典
』（
２
０
１
９
年
第
八
版
）、『
大
辞
泉
』（
２
０
１
２

年
第
二
版
）
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、「
早
い
」
と
表
記
で
き
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。「
早
い
」
を
〈
速
度
〉
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
時
間
的
な
面
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、〈
時
間
関
係
〉
と
い
う
別

の
ク
ラ
ス
を
設
定
す
る
必
要
性
も
出
て
く
る
。
表
内
で
は
臨
時
的
に
〈
時

間
関
係
〉
の
ク
ラ
ス
を
設
定
し
て
い
る
が
、
形
容
詞
、
形
容
動
詞
ど
ち
ら

に
お
い
て
も
そ
の
割
合
は
１
％
以
上
に
な
ら
な
い
。〈
速
度
〉
は
形
容
詞
・

形
容
動
詞
の
ど
ち
ら
も
数
が
少
な
い
の
で
、
形
態
の
傾
向
は
読
み
取
れ
な

い
が
、
形
容
動
詞
が
若
干
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

他
の
基
本
的
な
ク
ラ
ス
で
あ
る
〈
色
〉〈
年
齢
〉
で
は
、
上
原
の
指
摘

ど
お
り
微
差
で
形
容
詞
に
傾
い
て
い
る
が
、ラ
ン
ダ
ム
語
の
形
容
詞
は「
若

い
」「
幼
い
」、
形
容
動
詞
は
「
若
め
」
が
入
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
接
尾

辞
「

−

め
」
の
形
容
動
詞
が
現
れ
る
。
ラ
ン
ダ
ム
語
で
の
〈
年
齢
〉
の
比

は
２
対
１
な
の
で
、
大
き
な
差
と
は
い
え
な
い
。〈
色
〉
の
ク
ラ
ス
は
ラ

ン
ダ
ム
語
で
も
頻
出
語
で
も
形
容
詞
の
ほ
う
が
多
い
と
い
え
る
。

　

残
る
〈
物
体
の
性
質
〉
は
、
上
原
の
指
摘
ど
お
り
頻
出
語
の
ほ
う
で
は

大
き
く
形
容
詞
に
傾
く
が
、
ラ
ン
ダ
ム
語
で
の
比
は
形
容
詞
対
形
容
動
詞

で
ほ
ぼ
２
対
１
に
な
っ
て
お
り
、〈
年
齢
〉
の
ク
ラ
ス
と
同
じ
で
差
が
大

き
く
な
い
。
頻
出
語
で
は
差
が
大
き
い
が
、
ラ
ン
ダ
ム
語
で
は
差
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
ン
ダ
ム
語

の
〈
物
体
の
性
質
〉
に
は
「
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
」「
す
べ
す
べ
」
な
ど
の
畳
語
、

「
緩
め
」「
重
め
」な
ど
接
尾
辞「

−

め
」の
つ
く
語
、タ
リ
活
用
の「
片
々
」「
戛

然
」
な
ど
の
語
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
数
値
に
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
頻
出
語
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
頻
度
に
か

か
わ
ら
ず
語
を
収
集
す
る
と
頻
繁
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
畳
語
な
ど

の
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
〈
物
体
の
性
質
〉
を
表
す
形
容
動
詞
が
、
意
味

の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

Backhouse

（
１
９
８
４
）
は
〈
色
〉〈
年
齢
〉〈
速
度
〉
に
形
容
動
詞

が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
調
査
で
は
い
ず
れ
の

ク
ラ
ス
に
お
い
て
も
、い
く
つ
か
の
語
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。〈
年
齢
〉〈
速

度
〉の
形
容
動
詞
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
り
、〈
色
〉に
は「
真
っ
白
」「
真
っ

赤
」な
ど「
真
っ

−

」が
つ
く
語
が
あ
る
。
形
容
詞
に
し
か
存
在
し
な
か
っ

た
〈
色
〉
の
ク
ラ
ス
が
「
真
っ

−

」
と
い
う
一
定
の
形
態
の
語
に
よ
っ
て
、

形
容
動
詞
に
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、上
原
の
分
析
で
は
表
５
に
見
る
と
お
り
〈
重
さ
〉〈
温
度
〉〈
味
〉

に
形
容
動
詞
が
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
が
、「
重
め
」「
温
か
」「
円
や
か
」

な
ど
の
語
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
の
調
査
で
は
上
記
の
限
ら
れ
た
語
で

あ
っ
た
が
、
対
象
語
を
増
や
せ
ば
、「
軽
め
」「
熱
め
」「
甘
め
」「
辛
め
」

な
ど
も
〈
重
さ
〉〈
温
度
〉〈
味
〉
の
ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

先
述
の
〈
寸
法
〉
の
ク
ラ
ス
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
接
尾
辞
「

−

め
」

の
形
態
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
あ
る
い
は
数
が
少
な
か
っ
た
形

容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
を
数
値
的
に
補
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

　

上
原
（
２
０
０
２
）
の
「
基
本
的
な
意
味
ク
ラ
ス
」
で
形
容
詞
の
ほ
う

が
多
い
と
い
え
る
の
は
〈
物
体
の
性
質
〉〈
色
〉
で
あ
り
、「
基
本
的
な
意

味
ク
ラ
ス
」
に
形
容
詞
が
多
い
と
い
う
指
摘
は
十
分
だ
と
い
え
な
い
。
頻

出
語
で
は
〈
速
度
〉
以
外
で
上
原
の
よ
う
に
分
析
で
き
る
が
、
形
態
の
変

化
に
よ
っ
て
今
後
他
の
ク
ラ
ス
で
も
数
値
が
覆
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

上
原
の
考
察
す
る
抽
象
的
な
「
こ
と
」
を
表
す
ク
ラ
ス
に
形
容
動
詞
が
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多
い
と
い
う
点
を
検
討
す
る
。
上
原
の
指
摘
の
よ
う
に
、〈
確
定
・
必
然

性
〉〈
必
要
性
〉
の
ク
ラ
ス
や
〈
事
象
の
性
質
〉
は
頻
出
語
・
ラ
ン
ダ
ム

語
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
形
容
動
詞
が
多
く
、
形
容
詞
が
見
ら
れ
な
い
も

の
も
あ
る
。
上
原
の
指
す
抽
象
的
な
「
こ
と
」
を
表
す
ク
ラ
ス
の
範
囲
が

明
確
で
な
い
が
、〈
評
価
・
価
値
判
断
〉〈
分
布
・
区
別
〉〈
対
照
〉〈
位
置
・

立
場
・
関
係
〉〈
程
度
・
頻
度
・
数
量
〉
の
ク
ラ
ス
も
形
容
動
詞
に
多
い
。

頻
出
語
に
お
い
て
は
〈
人
の
性
質
〉
も
形
容
動
詞
に
傾
く
。
上
原
の
調
査

で
も
同
じ
く
５
対
31
の
比
で
形
容
動
詞
に
傾
い
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
頻
出
語
の
意
味
ク
ラ
ス
の
傾
向
を
ま
と
め
る
と
、
形
容
詞

に
多
い
ク
ラ
ス
は
〈
寸
法
〉〈
物
体
の
性
質
〉〈
色
〉〈
年
齢
〉〈
光
〉〈
心

理
状
態
〉
で
あ
り
、
形
容
動
詞
に
多
い
の
は
〈
人
の
性
質
〉〈
評
価
・
価

値
判
断
〉〈
確
定
・
必
然
性
〉〈
必
要
性
〉〈
技
術
〉〈
難
易
度
〉〈
分
布
・

区
別
〉〈
対
照
〉〈
事
象
の
性
質
〉〈
位
置
・
立
場
・
関
係
〉〈
程
度
・
頻
度
・

数
量
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、ラ
ン
ダ
ム
語
で
は
〈
寸
法
〉〈
人
の
性
質
〉〈
年

齢
〉〈
光
〉〈
難
易
度
〉
で
数
値
的
な
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。〈
状
況
〉
の

ク
ラ
ス
は
ラ
ン
ダ
ム
語
、
頻
出
語
と
も
に
両
品
詞
の
数
値
に
大
き
な
差
が

な
い
。

　

こ
こ
で
、
上
原
と
は
別
の
視
点
か
ら
２
品
詞
の
意
味
的
差
異
を
検
討
す

る
た
め
、
本
稿
の
調
査
の
意
味
ク
ラ
ス
分
類
の
結
果
と
図
２
を
照
合
さ
せ

て
考
え
て
み
る
。
２
品
詞
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
傾
い
て
い
る
意
味
の
範
囲

を
図
に
起
こ
す
と
図
４
の
よ
う
に
な
る
。
意
味
ク
ラ
ス
の
ラ
ベ
ル
は
本
稿

の
ラ
ベ
ル
に
変
更
し
た
。
ラ
ン
ダ
ム
語
と
頻
出
語
で
、
数
値
の
偏
り
が
変

わ
る
場
合
は
明
確
に
分
け
ず
に
示
し
て
い
る
。

　

形
容
詞
の
数
値
が
多
い
ク
ラ
ス
は
、
客
観
性
が
強
く
、
時
間
的
限
定
性

が
中
間
的
な
類
と
、主
観
性
が
強
く
時
間
的
限
定
性
の
あ
る
Ｅ
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
Ａ
，
Ｅ
の
両
面
を
持
つ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
形
容
動
詞
に
数
値
が
傾
い
て
い
る
ク
ラ
ス
は
、
主
観
性
が
強

く
、
時
間
的
限
定
性
が
な
い
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
特
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
評
価
性
・
時
間
的
限
定
性
の
基
準
で
は
包
含
で
き
な
い
〈
程
度
〉

の
ク
ラ
ス
も
形
容
動
詞
が
数
値
的
に
多
い
。
さ
ら
に
、
ラ
ン
ダ
ム
語
の
調

査
か
ら
わ
か
る
の
は
、客
観
性
が
強
く
、時
間
的
限
定
性
の
な
い
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
語
も
形
容
動
詞
に
比

率
が
傾
き
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

全
体
を
通
し
て
見
る

と
、
形
容
動
詞
は
、
意
味

的
に
時
間
的
限
定
性
が
関

与
し
な
い
傾
向
に
あ
る
と

判
断
で
き
、
主
体
の
か
か

わ
り
を
伴
う
意
味
に
は
形

容
動
詞
が
多
い
が
、
客
観

性
の
強
い
意
味
に
も
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
形
容
動
詞
が
補
う
意

味
の
幅
は
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
考
察
で
き
る
。
形

容
詞
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
時
間
的
限
定
性
に
か

か
わ
る
意
味
傾
向
に
あ

り
、
特
に
従
来
「
感
情
形

図 4：形容詞・形容動詞の意味範囲の傾向
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容
詞
」
と
呼
ば
れ
る
、心
的
な
も
の
に
関
す
る
意
味
に
は
形
容
詞
が
多
い
。

　

今
回
の
調
査
で
〈
運
〉
の
ク
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
数
が
出
て
こ
な
か
っ
た

た
め
、
こ
こ
で
は
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
上
原
（
２
０
０
２
）
と
山
田

（
２
０
２
０
）
の
調
査
で
は
、「
幸
せ
」「
幸
運
」「
不
幸
」
な
ど
が
こ
の
ク

ラ
ス
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
コ
ー
パ
ス
内
で
、［
形
状
詞

−

一
般
］

で
な
く
［
名
詞

−

形
状
詞
可
能
］
と
し
て
、
識
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
回
の
調
査
で
は
出
な
か
っ
た
が
、
形
容
動
詞
と
し
て
存
在
し
な
い

わ
け
で
は
な
い
。今
回
の〈
運
〉の
ク
ラ
ス
の
形
容
詞
の
数
値
を
考
え
る
と
、

〈
運
〉も
形
容
動
詞
に
傾
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、図
４
の〈
運
〉

は
形
容
動
詞
の
範
囲
に
含
め
て
い
る
。

４
．
形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
意
味
分
析
の
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
傾
向
を
数
量
的
に
分
析
し
た
。

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
意
味
傾
向
の
分
析
の
た
め
、
両
品
詞
の
意
味
に
か

か
わ
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
、
両
品
詞
の
意
味
的
相
関
を
調
査
し
た
上
原

（
２
０
０
２
）の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
認
知
言
語
学
の
立
場
と
、評
価
性
・

時
間
的
限
定
性
の
視
点
を
照
合
さ
せ
、
本
稿
で
の
調
査
の
対
象
と
方
法
を

設
定
し
、
意
味
分
類
の
結
果
か
ら
以
下
の
４
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
形
容
詞
（
形
容
動
詞
含
む
）
の
意
味
分
類
は
決
ま
っ
た
体
系
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
味
の
と
ら
え
方
、
特
に
評
価
性
の
と
ら
え
方
は

研
究
者
ご
と
に
立
場
が
分
か
れ
る
。

②
形
態
の
特
異
性
（
畳
語
・
接
尾
辞
「

−

め
」・
接
頭
辞
「
真
っ

−

」
等
）

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
形
容
動
詞
に
存
在
し
な
か
っ
た
、
ま
た
は
数

値
が
小
さ
か
っ
た
ク
ラ
ス
に
形
容
動
詞
が
補
わ
れ
、
形
容
詞
と
数
値

的
に
つ
り
合
う
、
ま
た
は
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

③
形
容
動
詞
は
時
間
的
限
定
性
に
関
与
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
主
観
性

の
強
い
意
味
ク
ラ
ス
に
比
較
的
多
い
が
、
客
観
性
の
強
い
意
味
に
も

数
値
が
偏
り
つ
つ
あ
る
。

④
形
容
詞
は
時
間
的
限
定
性
に
か
か
わ
る
傾
向
が
あ
り
、
特
に
心
的
な

も
の
に
関
す
る
意
味
に
は
形
容
詞
が
多
い
。

　

本
節
で
は
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
傾
向
と
し
て
、
以
上
の
こ
と

を
考
察
し
た
。形
容
詞
は
時
間
的
限
定
性
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
「
状
態
」
に
関
す
る
も
の
に
形
容
詞
が
多
い
と
い

え
る
が
、
対
立
観
点
で
あ
る
「
性
質
」
に
関
す
る
も
の
に
形
容
動
詞
が
多

い
か
と
い
う
と
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
こ
の
点
の
検
討

が
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
形
容
詞
は
連
用
形
に
な
る
と
連
用
修
飾
で
あ

る
副
詞
と
類
似
し
た
形
態
に
な
り
、重
ね
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る（
鈴

木
１
９
７
２
ほ
か
）。
形
容
動
詞
に
限
ら
ず
、
形
態
的
に
重
な
り
を
持
つ

形
容
詞
と
副
詞
と
の
連
続
性
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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の

骨
格
』
岩
波
書
店

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
（
２
０
０
６
）『
精
選
版　

日
本
国
語
大

辞
典
』
小
学
館

橋
本
進
吉
（
１
９
３
７
）『
改
制　

初
年
級
用
』
富
山
房
（
文
部
省
検
定
済
）

橋
本
進
吉
（
１
９
４
８
）「
國
語
の
形
容
動
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に
つ
い
て
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橋
本
進
吉
博
士
著

作
集	

第
２
冊	

國
語
法
研
究
』
岩
波
書
店
９
８

−

１
３
０
頁

樋
口
文
彦
（
２
０
０
１
）「
形
容
詞
の
評
価
的
な
意
味
」『
こ
と
ば
の
科
学
１
０
』

む
ぎ
書
房
４
３

−

６
６
頁

松
村
明
監
修
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
（2021/12/14-12/21

ア
ク
セ
ス

確
認
）

八
亀
裕
美
（
２
０
０
７
）「
第
２
章　

形
容
詞
研
究
の
現
在
」
工
藤
真
由
美
編
『
日

本
語
形
容
詞
の
文
法
︱
標
準
語
研
究
を
超
え
て
』
ひ
つ
じ
研
究
叢
書
〈
言

語
編
〉
６
３
、
ひ
つ
じ
書
房

八
亀
裕
美
（
２
０
０
８
）『
日
本
語
形
容
詞
の
記
述
的
研
究
︱
類
型
論
的
視
点
か

ら
︱
』
明
治
書
院

芳
賀
矢
一
（
１
９
０
５
）『
中
等
教
科
明
治
文
典
』
富
山
房
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「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」中
納
言
２
．
４
．
５
デ
ー
タ
バ
ー
ジ
ョ

ン
２
０
２
１
．
０
３
（https://chunagon.ninjal.ac.jp

）

「『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
語
彙
表　

短
単
位
語
彙
表
デ
ー
タ
」

（https://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccw
j/freq-list.htm

l

）

注１　
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
で
は
形
容
動
詞
語
幹
を
「
形
状

詞
」
と
し
て
い
る
。

　

※
本
研
究
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
で

あ
る
。

（
愛
知
県
立
豊
田
南
高
等
学
校
教
諭　

令
和
３
年
度
修
了
生
）


